
「2022年度展開演習ポスター発表会用のデザイン」
上の列は左に、下の列は右に動いて見える。



「虹の架け橋の色は連続か？」 この画像では、虹の赤い帯は画素としては連続ではない。
赤い帯が連続して見えるのは、色の錯視である。

各画素の色の彩度を最大化した画像



おおよそ、赤が手前に見える人は半数強、青が手前に見える人は1～2割である。（色立体視）



サクラのパターンが拡大して見える。



垂直・水平に配置した長方形あるいは正方形だけでできているが、
カーブが感じられ、クッションのように立体的に見える。



「青い楕円の拡大」青い楕円が拡大して見える。



円の部分は白だが、より明るく見える。





誰？

答え



「錯視的黄色」 右下の円の一部は黄色に見えるが、黒と白の縞模様である。



月食の月（2022年11月8日撮影）の列が上下に動いて見える。



放射状のパターンが回転して見える。





借用したCalendar
• https://www.pasokoncalendar.com/editor/pdfcalendar.php?tpl=s

p1002&year=2023&month=1&pages=12&beginday=0&weektype
=0&rokuyou=0&holiday=1&font=2&color=0&format=2

• https://www.pasokoncalendar.com/calendar-
sp1002.php?year=2023

• https://www.pasokoncalendar.com/editor/pdfcalendar.php?tpl=s
p0209&year=2024&month=1&pages=1&beginday=0&weektype=
0&holiday=1&font=2&color=1&format=2&layout=1

https://www.pasokoncalendar.com/editor/pdfcalendar.php?tpl=sp1002&year=2023&month=1&pages=12&beginday=0&weektype=0&rokuyou=0&holiday=1&font=2&color=0&format=2
https://www.pasokoncalendar.com/calendar-sp1002.php?year=2023
https://www.pasokoncalendar.com/editor/pdfcalendar.php?tpl=sp0209&year=2024&month=1&pages=1&beginday=0&weektype=0&holiday=1&font=2&color=1&format=2&layout=1
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